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1. 目
すばらしい経済発展に支えられて,女性の美に対する願望は,増々 過剰なものとなっており,
痩身美追求の立場から整容用衣料品は,若い女性を中心におおいに注目されている。身体拘束
衣料品のなかでもブラジャー,ガー ドルは,女性特有のボディーラインを強調し,身体を美し
く見せる目的,すなわち,整容機能の立場から広く女性に着用されていると考えられる。また,
最近では脚線美を誇大に標榜したサポートストッキングや他の新製品も次々と発売されている。
雑誌等でも, これらの衣料に関する特集が組まれ,多種類の商品が紹介され,選び方や着用方
法の指導もなされていることから,整容用衣料品の着用に対する消費者の文↓応の仕方も変わっ
てきていると考えられる。
そこで, 高校生から社会人までを対象に, 痩身に対する考え, 整容用衣料品のうちブラ
ジャー,ガー ドル,サポートストッキングの着用実態について,現状を↓巴握するための基礎資
料を得ることを目的として調査を実施した。
2. 整容用衣料品の広告の現状
新聞,雑誌等の広告は,整容用衣料品の購入や着用動機に大きく影響すると考えられる。そ
こで,整容用衣料品の広告の実態について,1989年10月1日から10月31日の1か月間の新聞4
紙,雑誌18誌に掲載された広告を調査分類した。その結果は表1のとおりである。雑誌のその
他の2誌は妊婦を対象としたものと,マラソンやジョギングをする人を対象としたものである。
ブラジャー,ガー ドルを含むシェイプアップファンデーションは,女性週刊誌,女性ファッ
ション雑誌を中心に広告の掲載が多い。サポートストッキングの広告は,新聞,婦人雑誌,女
性ファッション雑誌にみられた。1989年3月から4月頃までに,書店や美容院等で目にふれた
女性週刊誌の整容用衣料品に関する広告では,シェイプアップファンデーションとサポートス
トッキングの比が11対17であるのに対し,1989年10月では25対13とサポートストッキングの広
告の割合が減少している。この傾向は,田村ら1)の報告と同様である。また,価格は, 4月以
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表1 整容用衣料品の広告の実験 1989年10月
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前は10000円を超えるものや3000円以上のものがほとんどであったが,10月の広告では500～
1000円が大部分であった。販売方法は,通信販売から店頭販売へと移行し,発売メーカーもあ
まり知られていないメーカーから大手メーカーヘ移行してきていることが特徴的である。広告
の表示も4月以前は「モデル・タレント・スチュワーデスの間でも大ブーム !」,「下半身のタ
ルミを引き締めスリムな脚線美をつくる」,「細 くみせてるだけで満足ですか ?」 など強力なサ
ポートカを前面に出し細くなると思わせるような表示であったが,10月の広告の表示は,広告
に対する規制 (1988.11.16施行)とも関連して「しなやかフィットJ,「ナチュラルな透明感」,
「ほどよいサポート効果」など,誇大広告の減少と強力なサポートカよりはき′心地を重視 した,
軽やかなフィット感と透明感をポイントに, ソフトにサポートして「足をきれいにみせる」ヘ
変化 している。これらのことから,1989年4月の本調査段階においては,サポートス トッキン
グの着用が拡大する状況下にあったと考えられる。
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表2 所属別調査対象者の身体特性
高校生
大 学 生
社会人
鳥 取 大 阪
対象者人数
年  齢 (歳)
身  長 (伽)
体  重 (範)
バ ス ト (cm)
ウエスト (cm)
ヒ ッ プ (cm)
ローレル指数
242
164
158 1
513
813
62 1
87 9
130,0
187
19 5
158 7
52.0
82 5
52 2
89 6
130 0
210
18 7
158 6
51 1
81,9
61,4
88 4
127 6
171
35.6
156 3
51 2
82 9
64 4
89 1
134,6
3.調査 方 法
調査対象者は年齢による違いを見る立場から,地方に在住する高校生,大学生,社会人の女
性と,地域による違いをみる立場から都市に在住する女子大学生である。調査対象者の身体特
性は表2のとおりである。日本人女性の平均的体位と比較して,身長は大きい反面,体重力Ⅵヽ
さく,痩身型であるといえる。調査期間は,環境気温が 20°C前後に安定した1989年4月下旬
に行った。冬期や夏期の着用状態が,防寒,防暑を重視する傾向にあるのに対し, 4月下旬は
気候も安定し,身体拘束衣料品への関心度や着用状況もほぼ安定した季節であるといえる。調
査方法は,調査票を配布し,回収する自記式調査である。有効回収数は,地方に在住する高校
生242人,大学生187人,社会人171人の計600人と,都市の大学生210人の合計810人である。調
査内容は,痩身について,ブラジャー,ガー ドル,サポートストッキングの3つの整容用衣料
品に対する着用状況,着用目的,着用効果等と調査対象者の身体特性である。なお,記入にあ
たっては無記名とした。
調査データの分析は,高校生,大学生,社会人の所属別,地域別,身長,体重から求めた肥
満度を表すローレル指数の身体特性別に統計処理を行い,比較検討した。
4.調査 結 果
(1)痩身に対する考え
やせたいと考えている人は,痩身美を賛美する現代人を反映して全体で92.1%であった。所
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属別では,図1に示すとおり高校生,大学生がいずれも90%以上であり,社会人は86.5%とや
や低い。個々の体型で気になる部位は,図2に示すとおり大腿部,下腹部,ウエスト, ヒップ,
下腿部等の下半身へ集中している。所属間の気になる部位に有意差が認められ (p<0.01),高
校生 。大学生は,「大腿部」が,社会人は,身長に文すする腹囲が加齢とともに増加することか
ら「下腹部」が高率であった。図3の痩身への試みは,いずれの所属においても「ダイエッ
ト」,「スポーツ」が多く,「何もしない」とした人も多い。特に高校生,大学生は,「ダイエッ
ト」による痩身方法が約40%であり,若者の痩身への問題点を浮き彫りにしている。
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(2)ブラジャーについて
ブラジャーの着用率は,全体で98.5%であり,ほとんどの人が着用している。図4からわか
るように, とくに大学生の着用率は100%であった。主に着用するブラジャーの種類は,図5
に示すとおりであり,ワイヤーなしブラジャー,ワイヤー入リブラジャーが高率で着用されて
いる。所属別で着用するブラジャーの種類に有意差が認められた (p<0.01)。整容性の高いワ
イヤー入リブラジャーの着用は,都市の大学生が最も多く,ついで地方の大学生である。一方,
高校生はワイヤーなしブラジャーを多く着用し,社会人はワイヤーなしとワイヤー入リブラ
ジャーについでブラスリップの着用がみられた。
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図7 ブラジャーの着用時間
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主な購入方法は,図6に示すとおり「商店・デパート」による購入が多い。所属別の購入方
法に有意差が認められ (p<0,01),「通信販売」による購入は,都市の大学生に比べ地方の高
校生,大学生,社会人に多いことがわかった。
着用状況は「ほとんど毎日」の人が高校生93.7%,地方の大学生97.9%,都市の大学生
990%,社会人94.6%であり,ほとんどの人が毎日着用しており,ブラジャーは私たちの生活
に定着しているといえる。このことは,図7の1日の着用時間をみても,「起きているときの
み」,「一日中」が大部分を占めることからも諾ける。しかし,「一日中」着用する人が15～
30%あり,就寝時のブラジャーによる身体拘束は,衣服衛生学的立場から問題である。
期待する効果は,「身だしなみ」という人が50.6%と多く,ついで「バストの形を整える」
44.2%,「ゆれを防ぎ安定させる」34.9%,「習慣」250%であり,社会生活を意識して着用し
ている人が多いことがうかがえる。所属別の傾向を図8-1に示す。ブラジャーに期待する効
果は,所属別で有意差は認められず (p>0.05),いずれの人も「バストの形を整える」,「ゆれ
を防ぎ安定させる」とする整容性を重視した機能と「身だしなみ」,「習慣」の社会的機能の両
面からブラジャー着用している。図8-2のローレル指数別についてみると,標準体型に近い
ローレル指数■0～139動においては,「バストを大きくみせる」が多いのに対し,ロー レル指
数の高い肥満タイプの人は「ゆれを防ぎ安定させる」効果を目的とする人が多くみられた。
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実際の着用効果については,「どちらともいえない」とする人力汚2.4%,「効果がある」とす
る人44.6%であった。
ブラジャーを着用しない理由としては,「窮屈さ」や「肩こり」などブラジャーの拘束力を
問題とする人がいた。
(3)ガードルについて
下半身拘束用のガードルの着用率は全体で60.4%であり,ブラジャーの98.5%に比べて,か
なり低率である。所属別の着用率 (図9-1)に有意差が認められ (p<0,01),高校生が最も着
?
?
?
?
を用
未七用
??????
図9-1 ガードルの着用率 図9-2 ガードルの着用率(ローレル指数別)
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用率が低 く,大都市の大学生と社会人の着用率が高い。図9-2のローレル指数別にみると,
ローレル指数力S大きくなるにつれて,ガー ドルの着用率もわずかに上昇している。主に着用す
るガードルは,ショートガードルのソフトタイプとハードタイプが全体でそれぞれ69.1%,
24,3%と多く,なかでもショー トガードルを着用している人が多い。一方, ロングガードル,
ボディスーツ等を着用する人は少ない。また,整容性の高いハードタイプよりはソフトタイプ
カ畝子まれることもわかった。所属別の傾向は,高校生 。大学生に比べて社会人のロングガード
ル,ボディースーツの着用が多い (図10-1)。ローレル指数別着用ガードルの種類は,図10-2
に示すとおり,ロー レル指数の大きい人ほどロングガードルやボディースーッを着用すること
がわかった。
高 校 生
地方の大学生
都市の大学生
社 会 人
ショー トfソフト)
ショー ト(ハー ド,
ロシゲ(ソフト,
ロング(ハー ド】
ボディスー ツ
その他
図10-1 主に着用するガードルの種類      図10-2 主に着用するガードルの種類
(ローレル指数別)
主な購入方法は,ブラジャーと同様,所属別の購入方法に有意差が認められ (p<0,01),都
市の大学生5.6%に対し地方の学生および社会人の平均が21,7%と通信販売を利用する人の多
いことがわかった。
着用状況は,全体で「ほとんど毎日」570%,「週に2～3回」229%,「週に1回」,「ほと
んど着用しない」とする人16.2%であった。ブラジャーに比べると着用率と同様,着用状況も
低い。所属別の傾向は図11から,社会人や都市の大学生は,「1まとんど毎日」の人が多い反面,
高校生・地方の大学生は着用状況が低い。ローレル指数別では,ロー レル指数が大きいほど,
「ほとんど毎日」とする人が多くなる傾向であった。また,一日の着用時間は,ブラジャーの
着用が「起きているときのみ」とする人力消2.5%と多かったのに対し,ガー ドルでは少なく,
「外出時のみ」とする人が436%と多く,ガー ドルの着用時間がブラジャーに比べて短いこと
がわかる。図12の所属別では,高校生や地方の大学生は,社会人や都市の大学生に比べて着用
時間が短い。
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図■ ガードルの着用状況 図12 ガードルの着用時間
期待する効果はブラジャーとは異なり,「下腹部をひきしめる」,「ヒップアップする」,「体
のラインを整える」等の整容効果を期待 している人が多い。高校生,大学生,社会人の所属別
間に顕著な差は認められないが,図13のローレル指数別では,ロー レル指数の小 さい人に
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図13 ガードルに期待する効果(ローレル指数別) 図14 サポートストッキングの情報源
「ヒップアップする」効果を期待する人が多いのに対し,ロー レル指数の大きい人に「下腹部
をひきしめる」効果を期待する人が多くみられた。
実際の着用効果は全体で「どちらともいえない」とする人が52.2%,「効果がある」とする
人力逹0.1%であり,ブラジャーの着用効果と同程度であった。
ガードルを着用しない理由は,「持っていないから」,「する必要がないから」,「窮屈だから」
とする人が高校生,大学生に,「窮屈だから」とする人が社会人に多くみられた。
(4)サポートストッキングについて
サポートストッキングを知っている人は全体で89,3%あり,高校生 。社会人に比べ,大学生
の方がよく知っている。情報源は雑誌が66.4%と最も多く,ついでテレビ379%となってお
り,マスメデイアによる情報がいかに大きな影響があるかがわかる。商店・デパートで情報を
得ている人は商品の流通機構の核心部に居住している都市の大学生に多くみられた (図14)。
サポートストッキングを所有している人は全体で26.3%である。所属別の所有率は,高校生
17.8%,地方の大学生25,0%,都市の大学生34.3%,社会人28.3%と都市の大学生が最も多い。
主な購入方法は,ブラジャー,ガー ドルと同様の傾向であった。購入価格は,手ごろな価格の
～1000円が一番多い。高価なサポートストッキングを購入した人は810人中,5000～10000円未
満が2人,10000円以上が2人であった。
着用状況はサポートストッキングを所有しているにもかかわらず,「ほとんど着用していな
い」人が所有者の29.5%あり,図15にみるように,高価なものほど着用状態が悪く,安価なも
のほど着用状況がよい。図16の着用感をみると,サポートストッキングの特性を評価して「ひ
きしまってよい」とする人は全体で67.9%と多く,なかでも価格の安いものの着用者に多くみ
られた。10000円以上のサポートストッキングを購入した2人のうち1人は,「きつくて苦し
い」と訴えていた。ローレル指数別では顕著な差はみられなかった。
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図16 サポートストッキングの着用感(価格別)図15 サポートストッキングの着用状況(価格別)
ローレル指数別の期待する効果は図17に示すとおり,「足を細くする」よりも,「足を細 くみ
せる」が多いことから,ロー レル指数の大きい肥満タイプの人以外は足力群田くなるという効果
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図18 サポートストッキングの効果の有無
はあまり期待していないことがわかる。着用効果の有無については「どちらともいえない」
人が過半数を占め,効果があるとした人は36.3%であり,ブラジャーの44.6%,ガードルの
40.1%に比べても少ない。図18の期待する効果別では,広告の表示に多い「足を細くする」,
「足を細くみせる」に対し,「どらちともいえない」とする人が多かった。購入または着用によ
る問題点については,5000円以上のサポートストッキング購入者が「色が気に入らなかった」,
「値段が高かった」,「はきにくかった」,「厚くて透明感がない」などサポートストッキングの
問題点を訴えていた。
サポートストッキングを所持していない理由として,「値段が高い」55.1%,聯田くなるとは
思えない」36.7%を挙げている。着用への興味について,高校生,大学生は,サポートストッ
キングを持っている人が少ないにもかかわらず着用への興味が約5割みられた。
5. 考 察
(1)ブラジャー,ガー ドルについて
ブラジャーの着用率は,清水らの調査結果0よりも高く,特に大学生の着用率は,100%で
あった。また着用状況も「ほとんど毎日」とする人が94%以上であり,期待する効果において
も整容性と「身だしなみ」,「習慣」の社会生活を意識して着用されていることがわかった。
着用するブラジャーの種類は,高校生にワイヤーなしのブラジャーの着用が多く,ワイヤー
入りのブラジヤーの着用率は,都市の大学生,ついで地方の大学生が高かった。この理由とし
て,植竹の報告0と同様,若い大学生の痩身への欲求と女性としての成熟度が挙げられる。
ガードルの着用率は,1979年の声沢らの調査結果動の47.4%に比べるとわずかに着用率が上
昇しているものの,ブラジャーの98.5%に比べてかなり低く60.4%であった。さらに,着用状
況,着用時間ともブラジャーに比べて悪い。これらの理由として,プラジャーは,整容性と社
会性の両面から着用されているのに対 し,ガー ドルでは,「下腹部をひきしめる」,「ヒップ
アップする」等,整容性を期待して着用されていることが挙げられる。このことは,高校生の
着用率が低いこと,ロー レル指数の大きい人の着用率,着用状況がよいことからも明かである。
ブラジャー,ガー ドルの購入方法は,商店・デパートにおける購入が高率である。通信販売
による購入も,間壁らの1985年の調査結果①の1%未満に比べ約15%と上昇している。この理
由として調査対象者が地方に在住する人が多いこともある。しかし,都市の大学生の通信販売
によるブラジャー,ガー ドルの平均的購入率5.2%と問壁の結果を比較しても,通信販売によ
る購入が,女性雑誌を中心とした広告と関連して,私たちの生活に大きく入り込んできたこと
整容用衣料品に関する着用実態について
がわかった。
(2)サポートストッキングについて
サポートストッキングを知っている人は多く,その情報源は雑誌,テレビといったマスメ
デイアであった。新製品の情報はこれらから入手していることがうかがえる。また,大学生に
知っている人が多いことから,若い女性を対象とした女性週刊誌,女性ファッション雑誌に,
これらに関する広告が多いことに併せて,おしゃれに関する情報に敏感であるといえる。所有
している人は,1989年4月本調査が26.3%であったのに対し,1989年10月の国民生活センター
の報告のでは80%であった。4月以降は,大手メーカーが手ごろな価格のものの発売を開始し,
急速に所有者が増加したと考えられる。広告の実態をみても10月の調査では,サポートストッ
キングの広告が減少していることから,サポートストッキングの購入が一般化し,広告の必要
性がなくなったといえる。また,購入したサポート
^ト
ッキングの価格が,1000円未満が大部
分であることから,サポートストッキングを特別視しないで,従来のストッキングを着用する
感覚でサポートストッキングを着用し始めたと考えられる。サポートストッキングに期待する
効果の「足を細くする」,「足を細くみせる」ことにこだわらず,従来のストッキングよりひき
しまった着用感を快適と感じ着用していることが明かとなった。
6. 結 =五
特殊機能を付記した広告を整容用衣料品を中心に収集し,その実態をつかみ,整容用衣料品
に関する実態調査から,これら衣料品の着用に対する実態を検討し,以下の結果を得た。
① 整容用衣料品の広告は,女性ファッション雑誌,女性週干J誌に多くみられ,それらの通
信販売を利用する人が以前より増加している。特に,地方の利用率は高い。
② ブラジャー,ガー ドルの着用率は過去の調査と比べて高くなっており, とくにブラ
ジャーはほとんどの人に着用されている。
③ ブラジャーは整容効果と身だしなみとしての社会生活の両面を意識して着用されており,
ガードルは整容効果を目的として着用されている。また,ガー ドルの着用に際し,高校生,
大学生,社会人の所属やローレル指数により,種類や期待する効果に違いがみられること
がわかった。
④ サポートストッキングについては,広告の「足を細くする」,「足を細くみせる」という
効果は期待できないものの,新製品にすすする興味とひきしまった着用感から,着用率を高
める過渡期にあったといえる。
なお,本研究の一部は,文部省科学研究費補助金総合A「特殊機能を付記した衣料品の実態
とその着衣効果について」の平成元年度分担金に寄ったことを記して深謝する。
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Abstract
The consurner's atitude of hese gaments was investigated.  Tlis nvesigation was carrled on 810 females
who were consisted of 242 ?gh sdlool students,187 colege students and 171 ful‐nedged members of society
in Totton and 210,u?Or cOlege students in Osaka.On the other hand,adevertisements of foundation gar‐
ments were colected.
The results were sulmnarized as folows:
(1)A nurnber of adevertisement of fomdation gaments appeared in female's weemy and fas?on mag zines.
Females of ths survey used mal order system for buttg foundation gaments wrnch appeared in these
maga2ineS. The ut?za,on of mail order system was ?t eashg, Specialy,Totto? females more onen
used tt than Oosaka females`
(2)Brassiere was weared not only for makillg a body saart apearance but also for taking care of her per―
sonal appearance.The wearmg ratio of brassiere of this survey was lligller than that of other hvestiga―
tion of 1987.
G)Gttdle was matuy weared for foun&五ion.The girdle's type and the purpose of weamag was different
according to age and Rohrel ?dex.
(4) The support type stockings was in expanswe stage at this study  These stockings do not erect on
making legs smart appearances. But,these stockingy glve the combrt sensation by high compression,
and give the feel of satisfaction because of new type goods.
